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サネカズラ（マツブサ科）
　げんきの森を歩くとあちこちに艶々とした緑の葉を持
つツルが紅葉した落葉樹に巻き上がっています。この森
でよく目立つ常緑のツル植物はムベとサネカズラ。
　ムベにはサツマイモ色の大きな実がいくつもぶら下
がっていましたが、今では落ちてネズミの仲間やイタチ
などの食料になってしまっています。サネカズラの方は、
今も変わった形の真っ赤な実がたくさんぶら下がってい
ます。野鳥がこの実を食べるのはまだ少し先。年が明け
てからでしょうか。漢字で書くと「実葛」。
　写真のように特徴的な形の赤い実がぶら下がるので、
このように呼ばれていると考えられています。実をよく
観察すると中心に直径 2cmほどの赤いボールがあり、そ
のボールに 5mmほどの小さなボールがたくさんくっついています。タネはこの小さな方のボールに
入っていて、大きな方のボールは花托と呼ばれる器官。イチゴやイチジクの食べてる部分と同じもの
です。
　ちなみに、この大小のボールは毒ではありませんが食べてもほとんど味がないので、食べる人は少
ないようです。
　サネカズラにはビナンカズラ（美男葛）という別名もあります。ツルをたたいて水に浸けておくと
どろどろの樹液が溶け出し、この液を男性の整髪料に使ったからです。これは戦後の物のない時期ま
では山間地域のあちこちで使われていたようで、ビナンカズラの説明をすると、お母さんやおばあさ
んがこれを使っていたという話を時々聞きます。
　それから、ビナンカズラの樹液は和紙に混ぜるネリという糊にも使われていました。高野町で作ら
れていた細川和紙では、ネリとして夏はノリウツギを冬はビナンカズラを使っていたそうです。
　庭の垣根としても人気のあるビナンカズラ。雌雄別株なので、赤い実を楽しむなら雌株を挿し木し
て使ってください。

あけまして  おめでとうございます

 

げんきの森は、お正月７日から開園しています。
1 月は、開園時間が 9時～ 16 時です。
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根来山げんきの森
　１２月・１月の催し

１／ 7  ( 土 )   自然観察会
初春のげんきの森を倶楽部員と一緒に歩きましょう。

　　　日時：１月 7日 ( 土 )　13 時～ 15 時
　　　参加費：２００円（小学生以上）
　　　申し込み：当日でも結構です。管理棟へ。　

根来山げんきの森倶楽部の活動と催し
12 月 2 日 ( 金 )　  9：00 ～　船戸山竹林整備と歩道づくり　
　　　3日 ( 土 )　10：00 ～　かくばん祭り
　　　　　　　　 13 ：00 ～　自然観察会
　　　　　　　　 17：00 ～　運営会
　　　4日 ( 日 )　  9：30 ～　ツリークライミング研修
　　　　　　　　　　　　※クラブ会員対象・初心者歓迎
　　　　　　　　10：00 ～　ネイチャーウェルネス
　　　　　　　　　　　　※大人のためのネイチャーゲーム
　　 10 日 ( 土 )　   9：30 ～　クリスマス・ミニツリーづくり
　　　　　　　　　　　　　　　1 回目 9：30 ～ 10：30
　　　　　　　　　　　　　　　2 回 目 11：00 ～ 12：00
　　　　　　　　10：00 ～　お試し森のようちえん
　　　　　　　　　　　　　　　クリスマスクラフト体験
　　 11 日 ( 日 )　   9：30 ～　ガールスカウト森林観察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラフト作り
　　 18 日 ( 日 )　  9：30 ～　定例活動
　      24 日 ( 土 )　  9：30 ～　竹細工同好会　　　　　　　　
　　　　　　　　13：00 ～　木工同好会
      　26 日 ( 月 )　 9：30 ～　大掃除

　　　　　12 月 27 日 ( 火 ) ～ 1 月 6日 ( 金 )　閉園
　
　 1 月 7日 ( 土 )      9：00 ～　開園
　　　　　　　　13：00 ～　自然観察会
　　　　　　　　 16：00 ～　運営会
　 　　8日 ( 日 )      9：30 ～　子ども昆虫調査隊
　　   14 日 ( 土 )　 8：00 ～ 　お試し森のようちえん　     
　　   15 日 ( 日 )　 9：30 ～ 　定例活動
　　   28 日 ( 土 ) 　9：30 ～ 　岩出市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　子ども自然体験
　　   　　　　　　9：30 ～ 　竹細工同好会
　　　　　　　　 13：00 ～　木工同好会
　それぞれの活動のお問い合わせ、申込みは事務局または
    　管理棟 (Tel&FAX 0736-61-7233 ) まで。火曜定休日
    　事務局 E-mail : forest-o@ares.eonet.ne.jp

　めぐみと森のようちえんを主宰している佐道さん
が韓国政府から招待を受けて、森のようちえんの活
動について発表してきました。
　韓国では都市への若者の集中が問題になっており、
地方再生への取り組みに力を入れようとしていると
のこと。そこで、日本や台湾などから地方で様々な
取り組みを行っている団体を招いてパネルディカッ
ションが開催されたのです。
　もちろん、げんきの森についても話題にしてくだ
さったようで、私たちの公園もインターナショナル
になったものです。
　また、げんきの森で遊んでいる森のようちえんの
園児たちを見かけたら、声をかけてあげてください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡田 和久）

活動日：令和 4年 11 月 16 日 ( 日 ) 
9：30 ～ 15：30 　天気：晴れ　 倶楽部員：41 人

【巣箱かけ】10：00 ～ 15：00　
　部員４名、巣箱作りのお客様大人３名、子ども３名の１
０名で活動しました。野鳥は冬に家探しをするので、　今が
その時期です。
　一度にたくさん運ぶために竹の棒に１０個ほどの巣箱を
通して籠屋のように前後二人でさげ、枝打ちはしご、上に
運ぶための竹の棒を持って出発。手作りの森、東山、むく
のき原、バリアフリー、プレイパーク、ネムノキ谷、ふれ
あいの森へと条件に合う木を探しながら歩きました。
　１、視界がひらけていて、
　２、静かすぎず人の気配がガサガサするくらいのところ
が天敵から狙われにくいので良いそうです。
　鳥が入りやすいようにくさびを入れて巣箱に傾きをつけ
ました。途中、3年前の巣箱が外し損ねてそのままになっ
ているのを発見！巣立った形跡があったので下ろさずに中
の掃除をしてそのまま使うことにしました。
　途中ちょっとヒヤッと
する出来事もありました
が、大事には至らず無事
終了しました。計 34 個、
巣箱をかけました。 
　　　　　（萬賀 伊津子）

令和４年１1月　作業日誌
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